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小学校教員の二次元レジリエンスと協働的効力感の関係

松本慎也（関西学院大学大学院）
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文部科学省の調査（ ）によると，教

員の離職率は５年間で減少しているが，教

員の病気による離職者の約 割が精神疾患

を理由に離職せざるを得ない状況にある

ことが明らかになっている。また，調査で

は明らかにならない，苦悩を抱えた教員も

少なからず存在しているに違いない。

以上のような社会的背景のもと，本研究

の目的は，教員が教職経験を通し，「レジ

リエンス」をどのように獲得的に高めてい

くことができるか，そのプロセスを見出す

ことである。本研究では，小学校現場の実

態把握のため，小学校教員を対象としたイ

ンタビュー調査を行った。

方 法

インタビュー 兵庫県，京都府，静岡県の

小学校に勤務する教員７名（男３名，女４

名）。

手続き 半構造化面接を行い，自身の教員

生活における危機的状況や困難な出来事

と，その危機的状況や困難にどのように向

き合ったのかを語ってもらった。インタビ

ューの場所は，対象者から話しやすい場所

を提示してもらった。インタビューの内容

は，対象者の同意を得たのち， レコーダ

ーに録音した。一人あたりのインタビュー

時間は， 分～ 分であった。

質問項目は以下の５項目であるが，状況

に応じて必要な質問を追加した。

１．校務分掌・クラス担任など

２．仕事の中で、最も苦しい・辛い・困難

だと思う出来事はあるか。またどのよう

なことか。

３．上記の出来事に対して，現在は克服で

きているか。またどのようにして克服で

きたか。

４．現在進行中の困難な出来事はあるか。

またどのようなことか。

５．この先，自分にどのような能力が身に

つけば自信になるか。また身に付けるこ

とは可能か。

結果と考察

本インタビュー調査では，教員が危機的

状況や困難な出来事に直面した際，その状

況をどのように乗り越えていくのか，また，

どのように受け止めているのかに注目し

た。危機的状況や困難な出来事への対応と

して，インタビュイーの多くは，職場環境

や同僚の関係性，職場の雰囲気を大切だと

する発話をした。

以上のような結果を統計的に探索する

ため，筆者は，教員の同僚性や教師効力感

に注目し，二次元レジリエンス尺度（平野，

），教員の協働的効力感尺度（淵上・

西村， ）を使用することとし，以下の

ような仮説を立てた。

１．新任教員の自己理解項目の得点が高い

こと，かつ，同僚の他者心理の理解項目

の得点が高いと，新任教員の獲得的レジ

リエンスが高いだろう。

２．資質的要因の行動力項目の得点が高く，

かつ，獲得的要因の問題解決志向の得点

が高い教員は，協働的効力感の得点も高

いだろう。

３．協働的効力感の得点が高いほど，獲得

的レジリエンスが高いだろう。

今後，これらの仮説を検証する手立てと

して，小学校教員を対象とした質問紙調査

を検討中である。
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中学生の自己意識，同調傾向ならびに被異質視不安が
いじめ加害傾向に与える影響

○岡本 唯（武庫川女子大学大学院） 玉木健弘（武庫川女子大学）
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問 題

平松 によると，いじめの多くは単独ではなく，

複数人 いじめ加害経験あり群の ％ で行われてい

ることが明らかになっている。いじめ場面に遭遇した周

囲の他者が，加害者に合わせた行動をとることにより，

いじめへと発展する可能性があるのではないかと考えた。

そこで本研究では，個人的要因として自己意識，対人

的要因として同調傾向，被異質視不安・異質拒否傾向を

用いて，いじめ加害傾向にどのような影響があるのかに

ついて検討した。

方 法

調査対象者

公立中学校 年生の生徒 名 男子 名，女子

名，不明 名 に質問紙調査を行った。最終的な分析対

象者は， 名 男子 名，女子 名 であった。

調査用紙

自意識尺度 菅原 の自意識尺度の計 項

目を使用した。この尺度は，「公的自己意識」，「私的自己

意識」の 因子構造で，７件法で回答を求めた。

同調行動尺度 葛西・松本 の同調行動尺度

の計 項目を使用した。この尺度は，「仲間への同調」，

「自己犠牲・追従」の 因子構造で， 件法で回答を求

めた。

被異質視不安・異質拒否傾向尺度 高坂 の

被異質視不安・異質拒否傾向尺度の計 項目を使用した。

この尺度は，「被異質視不安」，「異質拒否傾向」の 因子

構造で， 件法で回答を求めた。

いじめ加害傾向尺度 大西・吉田 のいじめ

加害傾向尺度の計 項目を使用した。この尺度は，「直接

的いじめ加害傾向」，「関係性いじめ加害傾向」の 因子

構造で， 件法で回答を求めた。

結果および考察

分析モデルの検討：自己意識，同調傾向，異質拒否

傾向・被異質視不安がいじめ加害傾向に影響を与えるプ

ロセスを検討するため，最尤推定法によるパス解析を実

施した。仮説モデルでは，モデル適合度が低かったため，

モデルを修正し，再度分析を行った結果，

のモデルを採用した。

全体での検討：｢公的自己意識｣から｢被異質視不安｣

へのパス，｢異質拒否傾向｣から｢被異質視不安｣へのパス，

｢被異質視不安｣から｢仲間への同調｣へのパス，｢被異質視

不安｣から｢自己犠牲・追従｣へのパス，｢仲間への同調｣

から｢関係性いじめ加害傾向｣へのパスについて，それぞ

れ有意な正のパスが認められた。

｢公的自己意識｣から｢被異質視不安｣への影響について，

自分が他者からどうみられているのかについて考えやす

い者は他者から異質に見られる不安が高いということが

明らかになった。｢異質拒否傾向｣から｢被異質視不安｣へ

のパスについては先行研究と同様の結果が得られた。｢被

異質視不安｣は｢仲間への同調｣および｢自己犠牲・追従｣

の つの同調因子に正の影響を与えていた。他者から異

質に見られることに不安を感じやすい者は，他者の言動

が自分の意思と同じであっても違ったとしても，友人と

同じことをするという結果が得られた。また，｢仲間への

同調｣は｢関係性いじめ加害傾向｣に正の影響を与えてい

た。このことから，中学1年生は，｢からかい｣や｢ひやか

し｣などの直接的ないじめよりも，｢無視｣などの関係性い

じめで，同調しやすい可能性が推測された。

性別での検討 性別によって変数に与える影響を検

討するため，男女別でパス解析を実施した。その結果，

男女共に｢公的自己意識｣から｢被異質視不安｣，｢異質拒否

傾向｣から｢被異質視不安｣，｢被異質視不安｣から｢仲間へ

の同調｣，および｢自己犠牲・追従｣への正の有意なパスが

みられた。また，男子では｢仲間への同調｣から｢関係性い

じめ加害傾向｣への正の有意なパスがみられ，女子では

｢公的自己意識｣から｢仲間への同調｣，｢自己犠牲・追従｣

から｢直接的いじめ加害傾向｣にそれぞれ負の有意なパス

がみられた。

男子において無視などの関係性いじめは，友人と同じ

ことをしたいという心理で生じるが，女子においてから

かいやひやかしなどの直接的ないじめについては，自分

の意思に反してまで友人に合わせた行動はしないという

ことが明らかになった。

パス解析によるモデル図 中学生全体
有意なパスのみ表記
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